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第一次大戦末期のイラン民族解放運動についての一考察

一一@Jangal紙を申心に一

黒 田 卓
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　第一次大戦の開始とともに，イランはその中立宣言にも拘らず，交戦国間の戦場と化

した。1907年曝露協定によりロシアの「勢力圏」に画定された北部イランを主戦場とし

たツァーリ・ロシア軍に文寸し，ロシア革命以降は専らイギリス軍に抗して，ギーラーン
　　　　　　　ジャンギャル
地方に密生する森林を根拠に武装パルチザン闘争を展開したのがジャンギャリー

（Jangah）運動である。1916年頃に拾頭するジャンギャリ・一一・運動及びボリシェヴgキ

の軍事力を背景に1920奪6月から翌年秋頃まで存続する「ギーラーン共和国」は，第～

次大戦末期から後にかけて高揚する一連の民族解放運動のハイライトでもあった。ドイ

ツ，トルコの影饗がジャンギャリー運動に色濃く刻印され，ロシア革命が国境を越えて

波及し，成立間もないソビエト外交が「共粕国」の命運を左右したという経過からも窺

えるように、所謂「ギーラーン革命」は大戦間とその後の国際関係が創出した「国際革

命」としての一側面をもつ1｝。他方，1911年に立憲革命が敗退して以降の国内政治動向

も当然のことながら捨象し去ることはできない。レザー＝ハーンによるパフラヴィ一朝

創始を可能たらしめた一契機も、「共釈国」の消滅という前提条件が存在したからであ

る。

　ジャンギャリー運動は「ギーラーン革命」の薗史または第一段階として従来位置付け

られている2）が，「共和国」誕生後の変転極まりない内部権力闘争の分析に比して，十全

1）　このような視角より「ギーラーン革命Jを分析したものとして，山内邑之「ロシア革命と鮫

　アジアーイスラム世界における国際革命と民族解放の接点一」『歴史学研究s409，1974・があ

　る。

2）「ギーラーン革命」を最も早い晴期に研究対象とした孟4pa雌ycT（B．H．　OceTpoB）がジャン

　ギャリー運動を前史（叩eぬCTop朋）として以来，欧米の研究者はほぼ同様の段階設定を踏襲し

　ている。CM．　MpaHnycT，　Bo叩ocbl　rH”fiHcKoM　peBodiroHlill，　　珂cTopHK－MapKcMcT　5，1927．加賀

　谷氏は「ギーラーン革命2を3段階に分類し，「共和国」成立菌のジャンギャリー運動を第一段

　階として考察されている。加賀谷寛「イランにおけるレザー・＝＝シャー政権の成立」「岩波講座・

　世界歴史」25所収；「イラン現代史A近藤出版社，1975。
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な論及がなされているとは言い難い状況である。運動参力諸の一人であるE．Fakhra’r

はジャンギャリー運動の初期，即ち「共和国」成立前の目的を，

　魅力的な一握り（moshtl）の需葉や成句から組成されていたのではなく，政治的・社

　会的・経済的な思想・思考を包含していたのでもなく，当時の一般的な諸条件に応じ

　て，以下のような数語に要約されていた。外国勢力の追放，治安の確立と不正の根絶，

　私利私欲・専制との闘争。〔FAKHRA’　r：51〕

と記し，現実に即応した極めて限定されたものであったことを証言している。この説明

が正確とするなら，ジャンギャリー運動や同運動を指導したエッテハーデ＝エスラーム

委員会（Heyat－e　E£te麺d－e　Eslam）をパン・イスラミストと無前提的に規定してしま

うことは一面性の誘りを免れえないであろう3）。なるほど，ジャンギャリー運動は「イ

スラムの統一一」を掲げはするが，後にみるように，パン・イスラミズムが民族解放とい

う位相とどう接続するのかという問題こそがまず究明されるべきだからである。

　そこで，彼らの実際の主張に即して検討することが是非とも必要となってくるが，そ

の際好材料を提供するのがジャンギャリーの発行した「」如g濡紙である。1905～11年

の立憲革命期以来，新聞発行はイラン民族運動の伝統的手法の一つになる‘）が，我が国

においては新聞資料を利用した研究は緒についたばかりである。勿論，一概に薪聞と

いっても，特定意見を表明する「意鼠紙」が大半であり，「Jangal！紙もその最典型で

あるので，記されている所に全幅の信頼をおくことができないことは言うまでもない。

　しかしながら，他史料との比較考量を行なう上で，有効な判断材料になりえることも

また確かである。幸いにも「」伽8藁紙は近年イランにおいてその第1年次（saLe

avval）分が完全な形で復刻された5）。小稿はジャンギャリー運動の総合的評価を下すこ

3）　この分野におけるソ連邦の第一人者taBaHOBaはエッテハーデ＝エスラーム委員会を「ブル

　ジョワ民族主義，パン・イスラミズム組織llと並称するのみで等閑視し〔HBaHOBa　1955：48〕，

　「Jangal！紙を「パン・イスラミズム的傾向をもつ」と記している〔XBaHOBa　1961：30〕。

4＞立憲革命期における新聞発行については，八尾師誠「イラン立憲革命と新川一「AnfomanA

　紙の分析にむけて一」護雅夫編『内陸アジア・酋アジアの社会と文化s山川出版社，1983，所

　収を参照のこと。

5＞復刻本には，出版年が記されていないが，序に「KUchek　Khan殉教60周年を記念して」とあ

　るから，1980年以降であろう。また，通し頁も付されていないので，利用に際しては

　〔▽伽解”：何号／何頁〕という形で示すことにし，発行日については本稿87頁の表を参照され

　たい。なお，同書の存在については東京外国語大学の八尾師鳳蝶に御教示を受けた。記して感

　謝の意を表したい。
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とを企図するのではなく，評価を検討する過程で不可欠の素桝となる「J伽g必紙を紹

介し，伴せて幾つかの特徴を点描することにしたい。

豆

　本題に入る前に，当時のジャーナリズムの状況を概観しておこう。第2次国民議会の

特質の一つは相異なる二大政党，保守派のエッテダーリユーン（Ejtemfi‘iyifn－e

E‘£edaliyua）と進歩派のデモクラート（Demokrat－e‘Amiystn）とが出現したことであ

る。かかる敢治勢力の分化傾向と楓侯って，政党関連紙が創刊されるようになり，とく

にデモクラート党はテヘランで日刊紙「7ran－e　NOU」（1909年8月刊），タブリーズで

「Shafaq」紙（1910年10月刊〉を発刊し，活発な論陣を張った〔BAHAR：10〕。発行新

聞点数も1909年には31紙，1910年36紙1911年33紙と量的には第1次立憲制期（1907年

84紙，1908年31紙）と比較しても遜色がない程の活況を呈したのである〔BROWNE：

26］　o

　ところが，1911年末からのロシアの軍事干渉とイギリスの黙許が立憲革命を潰滅させ

てから，第3次国民議会開設（1914年11月）までの約3年に亙る期問は，議会も閉鎖さ

れ，出版の自由も抑圧されるという「絶頬的反動期」（δoure－ye　eτtelぎ一ye　mo重laq）に

相当した〔ARyANPUR：223〕。例えば，　Firan－e　NOUj紙は休刊に追い込まれるや，

「rran－8恥伽」紙をその代替にして抵抗を示したが，1号痴た所で早くも停刊処分を

受け，更にタブーj　一ズでのロシア軍による蛮行を載せた「Rahbar－e　7ran－e　IVou」糸廷は軍

当局により強制的に出版を差し止められるに至ったという。金出版物が文部省

（vezarat・e‘o沁m　o　ma‘aref）出版物局（edxre－ye　ma重bu‘at）の許可を受けることを余

儀なくされた〔KOHAN：619－620〕。

　アフマド＝：シャーの戴冠，第3次議会の開設に伴い，このような状態は緩粕され，数

多くの新聞が「春の雨の如く，樹木の開花の如く，自由（uzvadT〉を活性化させた」

〔KOHAN：640〕のである。テヘランの主要紙としては，デモクラート系の「Nou

Baharj紙がワ伽一8！▽吻紙に代わって再刊され，同じくデモクラート系の「Setare－ye

fran」紙，エッテダール系の「Shara」紙，エッテハーデ＝＝エスラーム派支持の

「BnmdUd－e　ROttshan」紙，他に「Ra‘dj紙，「　CAsr－e　Jaadj紙などが発行された。第一

次大戦勃発という事態に直面した当時のジャーナリズム界を「Nou　Baharll紙の編集者

であったMBaharは次のように回顧している。

　これら総ての断聞の中で，ただ「Ro泌紙と「‘Asr・e　Jadidj紙だけが連合国，即ちロ
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　シアとイギリスを明確に支持してものを書いたが，ツァーリ・ロシアの行動とイギリ

　スの深い沈黙から彼らの専横的行為に対して抱いていた強烈な印象と党の先例への配

　慮の故に，大部分の一党党員と絶対多数の新聞人が戦争の嚢初より岡盟国の支持に関

　心を示したといっていい程，連合国側に憤りを覚えていた。〔BAHAR：15〕

　因みに，許可された新聞数をRMM誌上に掲載された新聞・雑誌リストによって高度

別に列挙しておくならば，A．H．133G年（1911．12．22～）2紙，1331年間1912．12．

11　一一）9紙，1332年（1913．11．30・一）14紙，1333年（1924．1i．19～）18紙1334年

（1915．11．9一）2紙，1335年（1916．10．28～）12紙，1336年（1917．10．17～）

7紙である（括弧内はヒジュラ暦の年初を西暦に直した年月日）〔N6　ROUZE：37－44〕。

これらのデータによると，立憲革命期には遠く及ばないにせよ，認可紙数における一つ

のピークは1914－15年頃であったことが知れるのである。

紐

「」伽g口写に関する基礎的な情報の素描をここでは試みることにしたい。下表のよ

表．“Jangal”紙第1年次発行状況

発行ヨ 発行日
号

A．H． A．D．
① 号

んH． A．D，
①

1 Sha‘b銭n王9② 6・10③ ○ 17 ＄afar　8 11・23 ○

2 Sha‘ban　26 6・17 18 ＄afar　16 王2・1 ○

3 Ramaz琶n　6　　　　愚

6・26 19 §afar　23 12・8 ○

4 Ra斑a卿12 7・2 20 Rab1‘王6 12・20 ○

5 Shavval　1 7・21 21 Rabプ118 1・1⑤ O
6 Shavvゑl　U 7・31 22 RabT‘129 1・12 ○

7 Shavval　20 8・9 23 Rabプ嚢10 1・23

8 DhT’1一Ωa‘de　5 8・23 24 RabT‘K23 2・5
9 DhT’1一Ωa‘de　l6 9・3 25 Jo斑ad護18 2・19 ○

10 Dh笠’1一Ωa‘de　28 9・15 ○ 26 Jomad盗119 3・2
11 DhT’瞭elle　10 9・27 ○ 27 Jomada登7 3・20

12 Dhで1一耳elle　17 10・4 ○ 28 」嚥ada　H　15 3・28 ○

王3 Dhプ1一耳ejje　24 10・11 ○ 29 Ralab　10 4・21 ○

14 Mo摯arram　2④ 10・18 30 Ralab　20 5・1
15 Mo暴arra田23 1い8 ○ 31 Sha‘ban　17 5・28

16 ＄afar　1 11・16 ○

俵註〕①charand　parand欄の有無②以下1335年③以下1917年④以下1336年⑤以下1918年
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うに，「Jangal」紙の創刊号は1917年6月10日付，第1年次の最終号である第31号は

1918年5月28日付であるが，Fakhr誼によれば，第2年次は4号分発行されたという

〔FAKHRA’1：148〕。この4号分は復刻本に所収されていないので，発行がいつ途絶した

か不明であるとはいえ，表からも分かるように，ほぼ毎月3号程度の割合で発刊されて

いること，第2年次がA．H．1336年中ha‘bfin月19日（1918奪5月30　ED以降に始まる筈

であることを併略するならば，1918年7月上～中旬と想定しても大過なかろう。但し，

ag　1年次宋期には定期性にやや混乱が晃出せるから，8月上旬頃まで発行が続いた可能

性もある。何故，突然のように発行が絶えたかを推測するとき，上述の1918年7～8月

上旬に中断したという推定が概ね妥当だとするなら，ジャンギャリー運動がこの階期に

遭遇していた事態が想起されよう。

　1918年6月にDu賊ervi｝le将軍率いる英特殊部隊がBKyePaxeB大佐鷹下のロシア・

カザーク白衛軍と共に，ギーラーン方面に北進し，同月12日にはManjTl近辺でジャン

ギャリー部隊を打ち破り，一着ギーラーンの中心都市ラシュトをも占領下に置いた。

Kuchek　K：hanを長とするエッチ八一デ＝エスラーム委員会とDunstervMe尋問に，8

月12日協定が成立し，ジャンギャリー側は「英軍のために必要な食糧を準備すること」

や「イギリス人捕虜の送還」などに同意し，竹竿は「イランがイギリスの敵に協力し，

反英行動をとる場合を除いて，イランの国内事情に干渉しない」，「イギリスの敵を利す

ることをしない隈り，エッテハーデ＝エスラーム委員会の目的に敵対しない」などを約

定した〔FAKHRA’1：153－155；HBa擁oBa　19磁：68－69；DuNsTERv1LLE；87－88〕。

エッテハーデ＝エスラーム委員会のイギリスによる認知と引き換えに反英闘争を抑制す

るという妥協的立場が，ジャンギャリーの反英論調を鈍化させ，内部に亀裂を生起せし

め〔FATEMI：218〕，ひいては「Jangalj紙発行を窮地に陥れる一筆困となったことは

想像に難くない。

　M．＄adr　Rfishemrは「Jangalj紙発行期間をKuchek　Khanとその同調者のラシュト

からの退去，つまりA．9．1338年DhT’1－ga‘de月初（1920年7月後半）までとする

〔＄ADR　HAsHEMi：172〕。加えて，臨aHoBa　が「」伽g如紙の1920年7月6日付から

引墨したり〔．HBaHoBa　1961；86〕，　A6Hxが嗣紙は1916年から20年まで発行されたと

いう写真解説を付したり〔A翻x：130〕，更にはZabihがBibliographyにおいてJan－

gal（Resht；dai王y　and　irregular，1919－1921）などと記している〔ZABIH：273〕から，

復刊もしくは岡名紙の刊行という可能性も残されている。筆者は現物所在を未だ確認し

ていないために，これ以上の言及は差し控えたい6）が，Kohanの記述による限り，　Sadr

6）例えば，M，　So1鱗nτ（ed．〉，　Fehrest－e　Razname－ba－pa　Farsi　dar　MaLinttZ‘e・ye　Ketabkhane－ye　Marfeaxi

　va　Marka2－e　Asnad－e　Daneshgah－e　Tehran，　jeld－e　1，　Tehran，　S．H．1354．によると，テヘラン大学

　も「Jangalj紙第1年次第29号分までを所蔵しているにすぎない。
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HashemTの説は誤りであり，「共和国」成立以降は壁薪聞（ruzn2me－ye　drv：r－kab）

「RtZstaj，「Enqelab・e　Sorflh」紙（数号のみ発行）が「」碗g効紙に取って代わり，

恥s掘011ah政権誕生後は「KamtznTst」紙（イラン共産党〈ボ〉機関紙）が発刊された

のだという〔KOHAN：742〕。

　さて，「」伽g必紙は‘Ah耳abibiなる人物によってnasta‘ITq体で手書され，石版

（sangT）により印字された。編集者（modTr）は第1号がGholam皐oseyn　NovrdT，第

2号から第13号までが耳oseyn　K：asma’τη，それ以降は再びNOVTdrであったが，事実上

第9号以降，耳oseyB　Kasma’Tは病気を理由に引退していた〔FAKHRA’f：141－142；

▽Jangal”：14／8〕。先に触れたように，出版物は文部省の許可が必要であり，岡紙も許可

（emtiyaz）を要請してはいる〔▽伽即Z”二1／1〕が，第25号に至っても許可を受けてい

ない旨の記載があり〔‘7伽g召Z”：25／8〕，また既出の新聞・雑誌リストにもその名がみえ

ないので，恐らく全期間を通じて無許可で刊行されていたものと思われる。

　タイトル・ページ（sar－e　louhe）には，「本紙は唯一イラン人の諸権利の擁護者，イ

スラム教徒の世論の啓発者である」とのスローガンが毎号掲げられ，し部，7shahi」，

「購読料，年間，50qeran」なる価格が表示されている。また，同ページに編集局所在

地も記されており，それによると，ラシュト西方，恥man近在のKasrnll’という町で

あり，問地は19n年頃に戸数1700余物の規模であった〔RABINO：168〕。このような場

所における下聞発行は必然的に諸困難を伴うものであり，「Jangal」紙自らその窮状を

訴えている。

　明らかに，ギーラーンの一村に献身的な執筆陣を形成し，一新聞の執筆・出版・配布

　手段を整備することは，現下の世の状況，今日の恐るべき戦争，この戦争前には容易

　に入手できたであろう物質の完全な欠乏下では極めて困難な仕事である。〔‘7識g冴Z”：

　2／1）

　では，いかにして同紙は配布されたのであろうか。それを推察する手掛りとなる記事

が第8号に掲載されている。ラシュト郵便局が定期購読者に配布しなかったために，苦

情の手紙がラシュト，アンザリー，ラーヒージャーン，テヘラン他の読者より編集局に

寄せられ，ラシュトにいる同紙の代理人（vakTl）が郵便局と掛け合ったという

〔▽如9πZ”：8／7－8〕。代理人の名は第17号にMlrza　Ja‘far翠asanzade　Z璃δnTとみえ

7＞Hoseyn　Kasma’τの略歴などについては，拙稿「イラン立憲革命におけるラシュト蜂起」「史

　林x61（1＞，1984，54－55頁を参照のこと。
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〔‘7磁g4Z”：17／6〕，第1年次宋の数号では，この耳asanzadeという者がラシュト市内

レース商店街（rvaste－ye‘a圭的ebandaR）に所有する店舗または家屋が販売所

（f◎r飛shgah）として指定されている〔▽伽gロZ”：25／7，26／8，30／8］。即ち，郵便局か

らの郵送と販売所での一部売りという配布方法が併用されていたと考えられるのである。

　次に紙面の特徴に移ろう。第1年次の総ての弩は8頁立てで，各頁の中央より縦線を

引き，2つのコラム（sotUn）に分け，第19号以下では数頁に亙って下方に横線を引い

てもう一つコラムを作っている場合がある。記事構成の概容は，トップに時々の政治的

主張や論説が掲げられ，以下，エッテハーデ・エスラーム委員会の送受した電報・書簡

原文，ロシア語・アゼリ一語新聞からの抄訳，読者からの手紙（ラシュト）市の情報，

文学欄（殆どが詩であり，時にはギーラーン方言GTlaklの詩が掲載される），編集局か

らの告知・謝罪・感謝などが適所に配列され，最終部には講刺を主内容とするcharand

Parand欄が付置される場合が多い8｝（表参照）。

　「」伽g朗紙は発刊の趣意と文体との相関関係について，

　誓紙創刊の基本的匿標を我々は世論を啓発し，国民を無知蒙昧の眠りから覚醒させる

　ことと考えてきたし，考えている。しかも，難解に述べる（moghlaq　gif’T）のではな

　く，平明に記するこ．と（sade　nevτsエ）が肝要である〔“Jangal”：20／1－2〕

とし，プWパガンダの手段としての周紙の性格を端的に表明しているのである。

　ここでは，記事内容の一端を紹介することとし，内容の分析は若千のコメントを付記

する程度に留めておきたい。まず，第一次大戦への評価にかかわって，

　ほぼ大戦の全期間を通じて（イラン国民は）他人の勝利に一喜一憂してきた。…（申

　略）…我々は次のようなことに無知であったし，恐らく今もそうであろう。即ち，あ

　れこれの勝利や敗北は我々を屈辱と不幸の渦から救出しないであろうことを。確かに，

　我々の生存から利を得る国の勝利と唯一我々の消滅がその視座にある園の前進との間

　には天地の差があるが，この両国のどの一圏とて我々の鎮痛剤にはならないであろう。

8＞charand　Parand欄で有名な「Sar・e　Esrafilj紙編集者MTrza　JahangTr　Khanの名を永遠に残す

　ために本欄をおくとしている〔ζ7伽go1”：1／8〕。なお，　Jahanglr　Khanはモハンマド：アリー＝

　シャーのクーデタ（1908年6月）の際に処刑された。
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　（“Jangal”：3／1］

「生存から利を得る国」はドイツ，「消滅を望む国」はロシアが革命で脱落した以上，

イギリスに仮託されているのであろう。そこには，親独的心情の残津が認められるとは

いえ，大戦末期という時代状況も投影し，自省の念を踏まえた上での，金外国勢力の侵

略・干渉からの脱却，換言すれば「需葉の完全な意味において，いかなる外国政府から

の介入・指図もない独立」〔“Jangal”：28／2〕への願望が込められているといっても過藷

ではない。

　第9号には「南部イランにおけるイギリス」と題する論説が載り，イギリスの南部イ

ラン領有の意図の背後には，石油を始めとする鉱物資源の確保，ペルシア湾の位置的重

要性があるとする一方，パン・ゲルマニズムへの支持が訴えられている〔‘‘J：dngal”：9／6

－7〕。ところが，実際には，このような露骨なドイツ支持の記事は大変例外的で、第15

号ではWシアのある新聞紙上での，ジャンギャリーが「オスマン政府と連合し，ドイ

ツ・トルコの資金で決起した」との批判に対して，あらゆる外国政府との政治的連合関

係を否定している〔‘‘」盈goZ”：15／3〕。むしろ，各号を貫く基調は激烈な反英論である。

イギリスによる南部警察隊（polTS－e　jonttb）創設を植民地化への～里塚と見倣して激し

い李下プロパガンダを繰り広げる第12号〔“Jangal”：12／2－4〕，鉄道を建設させず，イ

ランをインド・ロシア間の緩衝地にしたなどのイギリスによる介入経過を略述した第26

号〔“Jangal”：26／3－4〕，英軍との直接的軍事対決が不可避という状況下における，一

種の反回決起への激文ともいえる第29号〔“Jangal”：29／1－3〕など，｛il）」には事欠かない

が，イギリスの二枚舌的外交政策を巧みな比喩によって別出した記事の一一部分を～例と

して，以下に挙げておく。

　ブリタニアは専制者である。ブリタニアは正義の敵である。ブリタニアは被抑圧民族

　の敵である。ブリタニアは一一世紀に亙って抜け目のない老婆のように我々を苦しめ，

　美しくはないが，愛される顔を相手の心に焼き付けさせ，常に詐術的陰謀で自分の冷

　酷かつ嫌悪された顔面に一種の媚態と美貌を作り出し，ロンドンの政策の特質である

　ごまかしとペテンで，単純な相手を欺き，あるときは力と実力行動で、またあるとき

　は巧妙な手段で倭媚と狡猜を利用する。［“Jangal”：16／3〕

　一方，2月革命後のロシアへの対応はどうであろうか。ケレンスキー政権は2917iEE　7

月に丁令富5apaTOBに対してロシア軍のイランへの侵攻の中止と可及的早期撤退を命

じた〔FATEMI：135〕。ジャンギャリーはこれに対し繰り返し「言葉には実行が必要」

として友好関係樹立と軍撤退実現を対置する。
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　我々は自由ロシアに何を期待するか。我々は期待する，自由ロシアがこれ以上，イギ

　リスの（政策）遂行の道具とならず，イランから自軍を撤退させることを。我々は期

待する，民主ロシアが北部から我々を安全にしておくことを，我が活動家の思念と行

　動がイギリスの不法な干渉を阻止することに費やされるように。我々は期待する，革

　薪ロシアが，イランへの軍隊導入が何の利益ももたらさないばかりか，逆にその利益

　が野寄的なイギリスの収益になってしまうだろうという点に注意を向けるとともに，

　ロシア残留軍が現存する飢餓に再び更なる荒廃を増加させ，何千もの人々の存在が岡

　軍の略奪で風に消え，空腹で死に絶えようという問題にも注目することを。…（中

　略）…我々は期待する，自由ロシアが薪旧の不当な利権取り消し，有害な条項と古く

　不法な条約の改訂，我々の独立を抹殺するような総てのことの破棄（を行なう）にと

　どまらず，イギリスがイランを他の併合地と同様に捕われの鎖に結びつけることを許

　さないために，実際的援助（mosa‘edat－ha－ye‘amalf）により我々を助けんことを。

　〔‘‘J＝angal”；11／3〕

　第23号では「ロシア軍は帰還している」と題して，ロシアでの最近の流血の事件（10

月革命を指す）を悲しんだ後に，ラシュト駐留ロシア軍司令部とエッテハーデ躍エス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロトコドル
ラーム委員会との聞の兵士引揚げに関する相互協定の議事録を詳報する〔“Jangal”：

23／2－5）。ただ，10月革命に関する記事は情報不足のためか，殆ど見受けられず，僅か

にボリシェヴィキ政府が派遣した最初の外交官SpaBnHの公式承認をテヘラン政瘤に

迫っている記述などが散晃せられる程度である〔“Jangal”：26／5，30／1－2）。

　ところで，第28号ではf我々は何を欝い，何を望むのか？llという中晃出しで，ジャ

ンギャリー運動の主要点が要約されており，その中で，刮目に値する点が2つ提示され

ている〔▽伽goZ”：28／1－2〕。第一は，パン・イスラミズムとナショナリズムとの関係

である。ジャンギャリーのいう「イスラムの統一」とはイスラム教徒の対立が共通の敵

を利することを防ぐための兄弟的関係なのだという。国家の枠組を越えたイスラム世界

の統一が直接的圏標とされているのでは決してなく，「イランの国土とイラン人の聖な

る祖国を守る責任と責務が，我々の考えでは，総てのイスラム諸国・諸地域に優先され

る」，つまりイラン人としての義務（va璽ざef－e　Ir認yyat）こそが第一義的だとされてい

るのである。第二の点は，国家改革のプログラムに関してである。独立を達成した後の

課題として強調している問題は，国家諸機関の醤敗（fasad－e　tashkTlat）を一掃し，政

1府（doulat）に集権性（markaziyyat）を付与するということである。示唆的かつ抽象

的であるにせよ，「集権的政府」が志向されていること自体，後の「共町勢」の分離独
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立という事実と対比するなら極めて興昧深い問題なのである。

　ジャンギャリーの合言葉Vランはイラン人のものであるJに始まり，ジャンギャ

リーの要求する所を列記した一文中に次のような箇所がある。

　ジャンギャリーは言う，イラン人自由戦士（ahrzar）の12年闘の労苦とイラン人勇者

　の犠牲はこれ以上不毛に留まってはならないし，イスラム信仰とイラン古来の政府が

　一握りの無信仰のごろつき（alvat）の玩具となってはならない。…（中略）…ジャ

　ンギャリーは，圭327年（1909年…筆者註）にアゼルバイジャンの情熱的人士の献身性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エンケラ　ブ
　に触発されて決起し，「レヴォリューション」完成・革命の達成・専制の根絶・立

　憲劉鳳復に成功したのと同様，今次も彼らの最終目標はイランの貴重な移住者

　（mohajerm）と南部の献身者（feda’iyan）との協力，イラン人勇者の努力，世論の

　支持により外国人追放・国家改革に成功することである。〔‘7Jangal”：13／3〕

引用文中に述べられる「12年間の労苦」や立憲革命期におけるラシュト蜂起とのアナロ

ジーなどには「挫折せしめられた立憲制」への憧憬さえ感得せられるのである9）。ジャ

ンギャリー運動が「1909奪の勝利に続いた幻滅と落胆への誠実な反応」〔KATOUZIAN：

534〕とも評される所以である。

　本来ならジャンギャリーの対政府，対シャー一関係などにも関説し，「」伽g凶紙を総

体的に分析・把握すべきであったが，紙幅の関係もあり，他日を期したい。
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